
　
協
会
は
、
3
月

15
日
に
医
療
安
全

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
が
、
そ

の
参
加
者
に
前
年

度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
同
様
の
「
理
解
し
難
い
ク

レ
ー
ム
を
言
う
患
者
さ
ん
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
た
。

　
そ
こ
で
最
も
興
味
深
か
っ
た

の
は
、
医
事
紛
争
が
減
少
し
始

め
た
10
年
前
と
比
較
し
て
、
現

在
の
患
者
へ
の
対
応
の
困
難
さ

に
対
す
る
回
答
だ
っ
た
。
前
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
医

事
紛
争
も
減
少
し
て
き
た
最
近

で
は
、
患
者
対
応
も
少
し
は
楽

に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
、
と
の
淡
い
期
待
が
見
事
に

打
ち
砕
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
今
回
も
引
き
続
き
、
多
く

の
回
答
者
が
患
者
対
応
に
困
難

さ
を
感
じ
て
い
る
様
子
が
窺
え

た
。
医
療
事
故
に
関
わ
る
紛
争

が
、
京
都
を
含
む
全
国
的
に

も
、
や
や
下
火
に
な
っ
て
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
協

会
と
し
て
も
、
医
事
紛
争
に
対

す
る
姿
勢
は
「
量
」
の
み
な
ら

ず
「
質
」
を
一
層
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
今
更
な
が

ら
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
中
だ
け
で
も
、
協
会

に
相
談
を
し
た
方
が
15
％
お
ら

れ
、
他
の
団
体
に
相
談
さ
れ
た

方
よ
り
も
群
を
抜
い
て
多
か
っ

た
こ
と
は
、
極
め
て
あ
り
が
た

い
と
同
時
に
、
会
員
の
期
待
に

よ
り
一
層
、
応
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。

　
協
会
は
今
年
の
6
月
か
ら

2
0
1
4
年
度
を
迎
え
る
が
、

こ
の
年
は
、
医
療
安
全
対
策
55

周
年
に
当
た
る
。
現
在
で
も
、

55
周
年
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
を
立
案
中
で
、
会
員
各
位

に
は
期
待
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
決
し
て
大
き
な
こ
と
や
派

手
な
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
協
会
の
医
療
安
全

対
策
の
基
本
精
神
は
、「
会
員

本
位
」
で
あ
り
、
そ
の
ポ
リ

シ
ー
を
全
う
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
国
民
医
療
の
改
善
と
発
展

に
繋
が
る
と
信
じ
て
い
る
。
ど

う
か
、
会
員
の
皆
様
に
も
そ
の

こ
と
だ
け
は
お
忘
れ
な
き
よ

う
、
今
後
と
も
お
願
い
し
た
い

と
思
う
。
我
々
協
会
は
、
い
つ

も
会
員
に
寄
り
添
っ
て
お
り
、

い
つ
で
も
遠
慮
な
く
相
談
を
持

ち
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

医
事
紛
争
減
少
も
医
療
機
関
の
悩
み
は
続
く

　
困
っ
た
時
こ
そ
協
会
へ

　
最
近
Ｅ
Ｂ

Ｍ
の
根
幹
と

な
る
エ
ビ
デ

ン
ス
作
り
の

た
め
、
企
業
主
導
型
大
規
模
臨

床
試
験
が
相
次
い
で
い
る
。
結

論
は
試
験
薬
が
好
ま
し
い
、
と

発
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ

し
て
派
手
に
宣
伝
さ
れ
る
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。一
方
で
、早
々
に
中
止
さ
れ

る
研
究
も
あ
る
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
二
次
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト

の
中
か
ら
、
少
し
で
も
有
利
な

と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
そ
の
部
分

の
み
を
派
手
に
宣
伝
す
る
こ
と

も
あ
る
。
研
究
参
加
者
も
積
極

的
な
た
め
か
、
公
的
機
関
主
導

の
研
究
よ
り
展
開
が
早
い
▼
国

公
私
立
５
大
学
で
行
わ
れ
た

デ
ィ
オ
バ
ン
の
臨
床
研
究
で
は
、

其
々
の
大
学
が
デ
ー
タ
の
処

理
・
解
析
を
自
ら
の
研
究
グ

ル
ー
プ
で
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

謝
罪
記
者
会
見
で
も
「
ノ
バ
ル

テ
ィ
ス
社
員
以
外
に
デ
ー
タ
を

操
作
で
き
る
人
間
が
い
な
か
っ

た
」と
言
っ
た
大
学
も
あ
っ
た
。

企
業
か
ら
様
々
な
形
で
資
金
や

便
宜
が
与
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。

解
析
結
果
と
日
常
臨
床
上
の
実

感
と
に
解
離
は
な
か
っ
た
の

か
？
武
田
薬
品
の
ブ
ロ
プ
レ
ス

の
臨
床
研
究
で
も
疑
惑
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
▼
政
府
は
産
学
共

同
を
推
進
し
て
い
る
。
経
済
的

基
盤
が
な
い
こ
と
に
は
国
も
個

人
も
活
動
で
き
な
い
。
お
金
の

た
め
に
企
業
の
研
究
を
請
け

負
っ
て
も
良
い
。し
か
し
医
学
、

特
に
臨
床
研
究
者
は
、
自
ら
の

臨
床
経
験
に
基
づ
い
て
研
究
を

行
っ
て
ほ
し
い
▼
我
々
医
師
は

矜
持
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。自
分
で
理
解
し
、制
御
で
き

る
仕
事
を
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「
真
面
目
が
一
番
」の
日

本
に
戻
っ
て
ほ
し
い
。 （
恭
仁
）

　
協
会
は
3
月
15
日
、
京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
で
「
精
神
疾
患
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
へ
の

対
処
法
〜
精
神
疾
患
の
理
解
を
求
め
て
」
と
題
し
た
医
療
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
会
員
や
会
員
医
療
機
関
の
従
事
者
ら
1
3
4
人
が
参
加
、
4

人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
話
題
提
供
の
後
、
熱
心
に
討
論
・
意
見
交
換
し
た
。

「
共
感
」す
る
こ
と
の

重
要
性

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
さ
え
あ
い
医

療
人
権
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｌ
理

事
長
の
山
口
育
子
氏
は
、
患
者

か
ら
の
相
談
内
容
と
そ
の
対
応

法
に
つ
い
て
、
自
ら
の
相
談
対

応
の
方
針
を
紹
介
。
患
者
の
話

を
遮
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
上
で

客
観
的
な
情
報
提
供
・
助
言
を

し
つ
つ
も
、
方
向
付
け
や
誘
導

を
し
な
い
と
述
べ
た
。
精
神
疾

患
関
連
の
相
談
は
、
全
相
談
の

16
％
を
占
め
、
薬
剤
・
入
院
治

療
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
が

多
い
。
そ
れ
ら
相
談
対
応
の
経

験
か
ら
、「
共
感
」
す
る
こ

と
、「
聴
く
」
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
し
た
。

　
医
療
機
関
に
対
し
て
は
、
患

者
が
不
信
感
を
抱
く
要
因
と
し

て
、
説
明
の
不
十
分
さ
や
、
不

適
切
な
言
葉
遣
い
が
散
見
さ
れ

る
こ
と
等
を
あ
げ
、
注
意
喚
起

し
た
。

暴
力
・
事
故
な
ど

現
状
の
理
解
を

　
高
槻
市
の
光
愛
会
光
愛
病
院

外
来
看
護
師
長
の
坂
木
ま
ど
か

氏
は
、
他
科
の
医
療
従
事
者
が

想
像
す
る
ほ
ど
、
精
神
疾
患
患

者
に
よ
る
暴
力
は
多
く
な
い
と

デ
ー
タ
を
示
し
て
紹
介
。
包
括

的
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｃ

Ｖ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
や
暴
力
へ
の
介
入

ス
キ
ル
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

さ
ら
に
、
身
体
隔
離
や
拘
束
に

つ
い
て
現
状
を
述
べ
、
精
神
疾

患
に
関
し
て
、
確
か
な
知
識
を

有
し
て
適
切
に
対
応
す
れ
ば
、

暴
力
・
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
も
で
き
る
と
強
調
し
た
。

た
。
ま
ず
、
精
神
症
状
の
た
め

に
、
他
科
の
治
療
が
必
ず
し
も

困
難
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
精

神
科
主
治
医
と
連
携
す
る
こ
と

で
多
く
が
対
応
で
き
る
。
ま

た
、
自
殺
防
止
に
関
し
て
は
、

医
師
が
患
者
の
話
を
十
分
に
聞

い
た
上
で
、
自
殺
し
な
い
よ
う

に
あ
え
て
約
束
さ
せ
る
こ
と
が

有
効
で
あ
る
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
大
量
服
薬
で
自
殺
企
図

時
、
精
神
科
に
転
院
し
な
く
て

も
、
家
族
と
の
相
談
に
よ
っ
て

は
自
宅
退
院
で
よ
い
こ
と
も
十

分
あ
る
と
報
告
し
た
。

　
薬
物
依
存
に
つ
い
て
は
、
鎮

痛
剤
や
向
精
神
薬
が
あ
る
が
、

依
存
症
と
判
断
し
た
ら
、
他
の

治
療
法
を
提
案
し
て
、
そ
れ
ら

の
薬
剤
を
処
方
し
な
い
こ
と
を

強
調
す
る
と
と
も
に
、
当
初
は

患
者
も
執
拗
・
威
圧
的
で
あ
っ

て
も
、
多
く
が
医
師
の
指
導
に

従
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
報
告

し
た
。

患
者
の
症
状
や
行
動

カ
ル
テ
に
記
載
を

　
富
永
愛
法
律
事
務
所
弁
護
士

の
富
永
愛
氏
は
、
い
く
つ
か
の

事
例
を
中
心
に
精
神
疾
患
に
関

わ
る
法
律
問
題
を
提
起
し
た
。

一
つ
は
、
患
者
の
老
親
か
ら
、

家
庭
内
で
は
手
が
付
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
の
で
入
院
さ
せ
た
い

と
の
連
絡
が
入
っ
た
場
合
で
、

精
神
障
害
者
の
場
合
は
、
任
意

入
院
の
み
で
な
く
、
措
置
入

院
・
緊
急
措
置
入
院
・
医
療
保

護
入
院
・
応
急
入
院
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　
ま
た
、
患
者
か
ら
医
療
従
事

者
が
暴
力
や
暴
言
を
受
け
た
場

合
で
、
医
療
機
関
側
が
管
理
責

任
を
問
わ
れ
た
判
例
を
紹
介
し

精
神
疾
患
へ
の

偏
見
根
強
く

　
医
療
法
人
高
木
神

経
科
医
院
院
長
の
浜

垣
誠
司
氏
は
、
冒

頭
、
医
療
界
で
も
偏

見
は
根
強
く
、
精
神

障
害
者
は
コ
ワ
い
、

精
神
疾
患
を
持
っ
た

人
は
厄
介
で
あ
る
等

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
精
神
疾

患
へ
の
理
解
を
求
め

た
。

　
次
に
患
者
の
自
殺
に
つ
い
て

判
例
か
ら
、
精
神
疾
患
は
客
観

的
デ
ー
タ
が
乏
し
く
、
患
者
の

症
状
や
日
頃
の
行
動
を
詳
細
に

カ
ル
テ
等
に
記
載
し
て
お
か
な

い
と
、
事
故
や
紛
争
が
発
生
し

た
場
合
に
証
拠
が
示
せ
な
い
こ

と
か
ら
、
記
録
の
重
要
性
を
強

く
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
医
療
機

関
側
に
賠
償
責
任
が
認
定
さ
れ

た
ケ
ー
ス
と
認
定
さ
れ
な
か
っ

た
ケ
ー
ス
を
対
比
さ
せ
な
が
ら

解
説
し
た
。◇　　

　
◇

　
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
表
の
後
、

質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ

た
。
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

詳
細
は
冊
子
に
ま
と
め
、
全
会

員
に
5
月
末
ご
ろ
に
発
送
す
る

予
定
。

　
3
月
19
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
政
府

の
規
制
改
革
会
議
が
「
基
本
的

な
考
え
方
」
と
し
て
「
混
合
診

療　
個
別
に
診
療
行
為
の
決
定

を
」
と
の
方
針
を
ま
と
め
た
と

報
道
し
た
。
そ
の
中
で
、
規
制

改
革
会
議
が
「『
混
合
診
療
』

に
つ
い
て
、
患
者
と
医
師
の
責

任
で
個
別
に
診
療
行
為
を
決
め

ら
れ
る
よ
う
に
改
め
る
」
方
針

を
固
め
た
と
言
及
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
保
険
外
併
用

療
養
費
制
度
の
評
価
療
養
、
選

定
療
養
に
加
え
、
新
た
に
「
選

択
療
養
制
度
」（
仮
称
）
な
る

仕
組
み
を
設
け
る
と
い
う
も

の
。
医
師
と
患
者
の
同
意
を
根

拠
に
し
た
混
合
診
療
の
な
し
崩

し
解
禁
策
で
、
安
心
・
安
全
の

医
療
に
対
す
る
国
の
責
任
を
放

棄
し
、
医
師
と
患
者
の
「
自
己

責
任
」
に
す
り
替
え
る
も
の
で

あ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
、
協
会
は

混
合
診
療
解
禁
は
い
か
な
る
形

で
あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
な
い
と

の
立
場
か
ら
、
3
月
25
日
に
抗

議
及
び
撤
回
を
求
め
る
談
話
を

発
表
。
厚
労
相
、
規
制
改
革
会

議
委
員
、
京
都
選
出
国
会
議
員

お
よ
び
日
本
医
師
会
会
長
あ
て

に
送
付
し
た
。

　
な
お
、
27
日
に
規
制
改
革
会

議
は
「
選
択
療
養
制
度
」
創
設

の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
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入 

院 

副
理
事
長
　
渡
邉 

賢
治

　
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
は
、

現
在
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る

「
医
療
・
介
護
総
合
推
進
法
案
」

の
目
指
す
「
地
域
完
結
型
」
医

療
を
先
取
り
し
た
改
定
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
入
院
医
療
に
関

し
て
最
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ

た
の
が
、
一
般
病
棟
7
対
1
入

院
基
本
料
で
あ
る
。
現
在
約
36

万
床
あ
る
7
対
1
入
院
基
本
料

算
定
病
床
を
、
今
年
度
だ
け
で

9
万
床
削
減
す
る
計
画
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
、
①
長
期
入

院
患
者
に
対
す
る
特
定
除
外
制

度
の
廃
止
②
重
症
度
・
看
護
必

要
度
の
名
称
と
項
目
内
容
の
見

直
し
③
自
宅
等
へ
の
退
院
患
者

割
合
75
％
以
上
④
短
期
滞
在
手

術
等
基
本
料
3
の
対
象
拡
大

と
、
対
象
患
者
の
平
均
在
院
日

数
計
算
対
象
か
ら
の
除
外
⑤

デ
ー
タ
提
出
加
算
の
届
出
の
要

件
化
―
な
ど
算
定
要
件
の
厳
格

化
等
を
行
っ
た
。
経
過
措
置
終

了
の
9
月
末
ま
で
に
、「
自
宅

等
」
へ
の
退
院
患
者
割
合
の
要

件
を
満
た
す
た
め
に
、
在
宅
復

帰
機
能
を
持
つ
病
棟
や
介
護
施

設
の
確
保
が
必
要
と
な
る
。

　
7
対
1
入
院
基
本
料
を
算
定

す
る
病
棟
を
削
減
し
た
上
で
、

高
度
急
性
期
病
床
か
ら
慢
性
期

病
床
、
そ
し
て
在
宅
へ
と
「
川

上
」か
ら「
川
下
」へ
、時
に
逆
流

の
あ
る
中
、
効
率
よ
く
患
者
を

流
す
た
め
に
、
急
性
期
医
療
機

関
か
ら
の
患
者
や
病
状
が
悪
化

し
た
在
宅
患
者
の
受
け
皿
が
必

要
と
な
る
。
こ
の
機
能
を
担
う

病
棟
の
役
割
を
評
価
す
る
点
数

と
し
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

入
院
料
」、「
地
域
包
括
ケ
ア
入
院

医
療
管
理
料
」が
新
設
さ
れ
た
。

　
「
川
上
」
か
ら
「
川
下
」
へ

の
流
れ
は
、
慢
性
期
に
あ
た
る

療
養
病
床
で
も
促
進
さ
れ
、
在

宅
復
帰
率
50
％
以
上
、
病
床
回

転
率
が
10
％
以
上
で
あ
る
こ
と

を
要
件
と
す
る
在
宅
復
帰
機
能

強
化
加
算
が
創
設
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
一
般
病
棟
7
対
1
入

院
基
本
料
に
加
え
て
、
新
設
さ

れ
た
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院

料
等
に
も
デ
ー
タ
提
出
加
算
の

届
出
を
要
件
と
し
た
他
、
デ
ー

タ
提
出
加
算
が
特
別
入
院
基
本

料
等
を
除
く
全
病
院
で
届
出
可

能
と
さ
れ
、回
復
期・慢
性
期
を

含
む
診
療
内
容
に
関
す
る
デ
ー

タ
の
収
集
に
乗
り
出
し
、
今
後

活
用
さ
れ
る
こ
と
は
必
至
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
急
激
な
入
院
医

療
提
供
体
制
の
再
編
が
多
く
の

入
院
難
民
を
生
む
こ
と
が
非
常

に
危
惧
さ
れ
る
。

　
栄
養
管
理
体
制
に
関
し
て
は

見
直
し
が
行
わ
れ
、
経
過
措
置

が
2
0
1
4
年
6
月
30
日
ま
で

3
カ
月
間
延
長
さ
れ
た
。
経
過

措
置
後
は
、
非
常
勤
の
管
理
栄

養
士
ま
た
は
常
勤
の
栄
養
士
が

1
人
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
場

合
、
入
院
料
の
所
定
点
数
か
ら

40
点
控
除
し
た
点
数
を
算
定
。

非
常
勤
の
管
理
栄
養
士
、
常
勤

の
栄
養
士
の
い
ず
れ
も
配
置
で

き
な
い
場
合
は
、
特
別
入
院
基

本
料
へ
と
入
院
基
本
料
の
減
算

と
な
る
。
こ
の
入
院
基
本
料
の

減
算
は
、
2
0
1
2
年
改
定
で

上
乗
せ
さ
れ
た
点
数
を
大
き
く

上
回
る
も
の
で
あ
り
、さ
ら
な
る

再
検
討
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

か
で
あ
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
要

件
は
、
①
在
宅
療
養
支
援
診
療

所
で
あ
り
、
過
去
1
年
間
に
訪

問
診
療
を
実
施
し
た
実
績
が
あ

る
②
過
去
1
年
間
の
急
変
時
の

入
院
件
数
が
6
件
以
上
③
夜
間

看
護
配
置
加
算
1
ま
た
は
2
を

届
け
出
て
い
る
④
時
間
外
対
応

加
算
1
を
届
け
出
て
い
る
⑤
過

去
1
年
間
の
新
規
入
院
患
者
の

う
ち
、
他
の
急
性
期
医
療
機
関

の
一
般
病
棟
か
ら
の
受
け
入
れ

が
1
割
以
上
⑥
過
去
1
年
間
の

看
取
り
の
実
績
が
2
件
以
上
⑦

過
去
1
年
間
の
全
身
麻
酔
、
脊

椎
麻
酔
、
硬
膜
外
麻
酔
（
手
術

実
施
の
場
合
）
の
患
者
数
が
30

件
以
上
⑧
医
療
資
源
が
少
な
い

地
域
の
有
床
診
で
あ
る
⑨
過
去

1
年
間
に
介
護
保
険
の
リ
ハ
ビ

リ
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
短

期
入
所
療
養
介
護
の
実
績
が
あ

る
、
ま
た
は
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
で
あ
る
⑩ 

過
去
1
年
間

の
分
娩
件
数
が
30
件
以
上
⑪
過

去
1
年
間
に
乳
幼
児
加
算
・
幼

児
加
算
・
超
重
症
児
（
者
）
入

院
診
療
加
算
、
準
超
重
症
児

（
者
）
入
院
診
療
加
算
又
は
小

児
療
養
環
境
特
別
加
算
を
算
定

し
た
こ
と
が
あ
る
―
の
11
項
目

で
、
二
つ
以
上
該
当
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
有
床
診
療
所

入
院
基
本
料
1
〜
6
の
全
て

で
、
医
師
配
置
加
算
、
看
護
配

置
加
算
、
夜
間
看
護
配
置
加
算

が
届
出
可
能
に
な
り
、
さ
ら
に

看
護
補
助
配
置
加
算
1
、
2
が

新
設
さ
れ
た
。

　
有
床
診
療
所
に
お
け
る
管
理

栄
養
士
配
置
義
務
化
は
廃
止
さ

れ
、
栄
養
管
理
実
施
加
算
が
復

活
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
有
床
診

療
所
入
院
基
本
料
4
、
5
（
旧

1
、
2
）、
有
床
診
療
所
療
養

病
床
入
院
基
本
料
は
2
0
1
2

年
の
改
定
以
前
の
点
数
ま
で
引

き
下
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
栄

養
管
理
実
施
加
算
を
届
け
出
た

場
合
は
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る

入
院
栄
養
食
事
指
導
料
が
算
定

で
き
な
く
な
る
不
合
理
点
が
新

た
に
生
ま
れ
た
。
ま
た
、
管
理

栄
養
士
配
置
の
義
務
要
件
は
撤

廃
さ
れ
た
が
、
入
院
患
者
に
対

す
る
栄
養
管
理
体
制
は
引
き
続

き
整
備
が
必
要
な
の
で
、
ご
留

意
い
た
だ
き
た
い
。
有
床
診
療

所
を
あ
る
程
度
評
価
し
て
い
る

と
い
う
も
の
の
、
消
費
税
増
税

に
伴
い
、
入
院
基
本
料
は
引
き

上
げ
ら
れ
た
が
、
有
床
診
療
所

入
院
基
本
料
6
以
外
は
増
税
対

応
分
を
除
く
点
数
引
き
上
げ
は

な
く
、
地
域
包
括
ケ
ア
要
件
を

満
た
さ
な
い
有
床
診
療
所
の
評

価
は
依
然
低
い
。
さ
ら
に
改
善

を
求
め
て
い
き
た
い
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
3
月
19
日
、
政
府

の
規
制
改
革
会
議
が
「
基
本
的

な
考
え
方
」と
し
て「
混
合
診
療

個
別
に
診
療
行
為
の
決
定
を
」

と
の
方
針
を
ま
と
め
た
と
報
道

し
た
。
こ
の
報
道
は
、
政
府
が

か
つ
て
な
い
深
度
で
混
合
診
療

本
格
解
禁
へ
踏
み
出
そ
う
と
し

て
い
る
こ
と
を
露
わ
に
し
た
。

　
報
道
は
、
規
制
改
革
会
議
が

「『
混
合
診
療
』
に
つ
い
て
、
患

者
と
医
師
の
責
任
で
個
別
に
診

療
行
為
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
に

改
め
る
」
方
針
を
固
め
た
と
す

る
。
即
ち
「『
混
合
診
療
』の
対

象
と
な
る
診
療
行
為
は
、
患
者

の
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
速
や
か
に

対
応
す
る
た
め
、『
選
択
療
養
』

と
呼
ば
れ
る
新
た
な
仕
組
み
を

設
け
た
う
え
で
、
す
で
に
国
が

認
め
て
い
る
先
進
医
療
な
ど
に

加
え
、
患
者
と
医
師
の
責
任
で

個
別
に
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
す

べ
き
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
第
二
次
安
倍
政
権
の
下
、
規

制
改
革
会
議
は
「
改
革
の
方
向

性
」
と
し
て
「
患
者
の
自
己
選

択
権
の
拡
大
」
や
「
医
師
の
裁

量
権
の
尊
重
」
を
前
面
に
立
て

る
形
で
、
新
た
な
混
合
診
療
解

禁
の
仕
組
み
を
検
討
し
て
き

た
。
報
道
で
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
、
医
師
と
患
者
の
同
意
を

根
拠
に
し
た
混
合
診
療
の
な
し

崩
し
解
禁
策
で
あ
る
。
安
心
、

安
全
の
医
療
に
対
す
る
国
の
責

任
を
放
棄
し
、
医
師
と
患
者
の

「
自
己
責
任
」
に
す
り
替
え
る

も
の
だ
。
こ
の
報
道
内
容
が
事

実
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
今

回
の
構
想
を
絶
対
に
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
全
国
民
に
加
入
を
義
務
付
け

た
国
民
皆
保
険
は
、
個
々
の
経

済
力
の
違
い
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
な
く
必
要
な
医
療
を
提
供
す

る
医
療
制
度
で
あ
る
。
国
民
の

生
命
、
健
康
を
守
る
た
め
の
医

療
は
、
す
べ
て
保
険
か
ら
給
付

さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。

混
合
診
療
は
そ
の
原
則
を
破
壊

し
、
経
済
格
差
に
よ
る
医
療
内

容
の
格
差
を
容
認
す
る
仕
組
み

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
1
9
8
4

年
の
特
定
療
養
費
か
ら
始
ま
り

保
険
外
併
用
療
養
費
へ
と
命
の

平
等
を
蝕
ん
で
き
た
評
価
療

養
・
選
定
療
養
の
枠
組
み
自

体
、
大
き
な
問
題
を
孕
ん
で
い

た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
制
度

を
皆
保
険
の
仕
組
み
の
中
に
設

け
た
こ
と
自
体
が
問
題
で
あ
っ

た
こ
と
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
く
。

そ
の
上
で
、
今
回
の
新
構
想

が
、
単
な
る
保
険
外
併
用
療
養

費
の
対
象
拡
大
と
は
違
う
こ
と

を
指
摘
す
る
。

　
従
来
、
国（
厚
労
省
）は
、
ア

メ
リ
カ
や
日
本
財
界
、
国
内
の

規
制
緩
和
推
進
派
が
要
求
す
る

混
合
診
療
解
禁
に
対
し
て
、
医

療
の
安
全
性
確
保
の
観
点
か
ら

慎
重
姿
勢
を
示
し
、
安
全
性
と

対
象
選
定
に
国
が
最
終
責
任
を

負
え
る
範
囲
内
で
の
保
険
外
併

用
療
養
費
制
度
の
運
用
ま
で
が

許
容
の
範
囲
と
主
張
し
て
き
た

は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
今

回
の
「
選
択
療
養
」
の
仕
組
み

は
、
最
終
的
に
対
象
医
療
の
選

択
と
実
施
の
責
任
を
医
療
者
・

患
者
の
同
意
に
一
任
し
て
し
ま

う
も
の
で
あ
る
。
医
療
者
と
患

者
が
同
意
す
れ
ば
何
を
混
合
診

療
化
し
て
も
良
い
の
で
あ
れ
ば

そ
れ
は
混
合
診
療
そ
の
も
の
で

あ
り
、
全
面
解
禁
の
仕
組
み
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ネ
ー
ト
ユ
ー
ス
を

理
由
に
容
認
し
よ
う
と
す
る
国

の
姿
勢
は
、非
倫
理
的
で
あ
る
。

　
こ
の
間
、「
費
用
対
効
果
」

を
理
由
と
す
る
保
険
収
載
見
合

わ
せ
の
ル
ー
ル
化
と
抱
き
合
わ

せ
で
保
険
外
併
用
療
養
費
制
度

の
対
象
拡
大
方
針
が
報
道
さ
れ

て
い
る
。
背
景

に
あ
る
安
倍
政

権
の
「
成
長
戦

略
」
が
、
医
療

分
野
の
規
制
緩

和
と
り
わ
け
混

合
診
療
の
本
格

解
禁
を
切
望
し

て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
が
、
厚

労
省
が
そ
の
要

求
に
屈
し
、
唯

々
諾
々
と
解
禁

を
認
め
て
い
っ

て
良
い
の
か
。

今
一
度
そ
の
立

場
と
見
識
を
問

い
た
い
。

　
わ
が
国
の
国
民
皆
保
険
制
度

は
国
民
の
健
康
を
守
っ
て
き
た

実
績
か
ら
、
世
界
で
も
注
目
さ

れ
て
き
た
誇
る
べ
き
医
療
制
度

で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
今
回
報

道
さ
れ
た「
選
択
療
養
」の
方
向

性
に
対
し
、
断
固
抗
議
し
、
撤

回
を
求
め
る
。
そ
し
て
あ
の
手

こ
の
手
で
狙
わ
れ
つ
づ
け
る
混

合
診
療
解
禁
は
、そ
れ
が
い
か
な

る
形
で
あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
を
再
度
強
く
表
明
す
る
。

　
　
2
0
1
4
年
3
月
25
日

　
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
、

有
床
診
療
所
は
複
数
の
機
能
を

果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
特

に
地
域
包
括
ケ
ア
要
件
を
満
た

す
医
療
機
関
を
高
く
評
価
し
、

入
院
基
本
料
が
6
区
分
に
設
定

さ
れ
た
。
旧
有
床
診
療
所
入
院

基
本
料
1
〜
3
は
4
〜
6
に
、

地
域
包
括
ケ
ア
要
件
を
満
た
す

も
の
は
有
床
診
療
所
入
院
基
本

料
1
〜
3
と
な
っ
た
。
必
要
な

看
護
職
員
配
置
数
は
有
床
診
療

所
入
院
基
本
料
1
と
4
、
2
と

5
、
3
と
6
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ

で
、
そ
れ
ら
の
違
い
は
地
域
包

括
ケ
ア
要
件
を
満
た
す
か
ど
う

国
民
皆
保
険
を
破
壊
す
る
規
制
改
革

会
議
の
混
合
診
療
解
禁
策
に
反
対
す
る
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主　催　京都府保険医協会
　　※参加は無料、事前申込は不要です。
　　※日医生涯教育講座対象の研究会です。
〈依田先生からのメッセージ〉　この４月には消費税が増税となりますが、同時に診療報酬改定も行
われます。従来からの損税は、財源不足を理由に今回改定でも解消されていません。また最近数
年は医療費上昇の抑制策として、レセプト審査が厳しさを増すばかりです。パソコンによる画面審
査の導入は次第に精緻さを増し、今では一次審査での点検チエック項目、縦覧・横覧の項目も大
幅に拡充しています。一次審査での単純な点検漏れが減ることは有難い反面、規制改革会議等に
機械審査強化による審査委員の裁量権を制限しようとする動きもあり、看過できません。現場医療
における必要な医師裁量権を、適正なレセプト審査を通じて守っていきたいと私は考えています。

病
　
院

「
地
域
完
結
型
」先
取
り
し
た
改
定

規
制
改
革
会
議
資
料
よ
り
（
3
月
27
日
）

有
床
診
療
所

要
件
満
た
さ
な
い
と
評
価
依
然
低
く

理事長
談　話
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協
会
は
2
月
8
日
、
綴
喜
医

師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
。
地

区
か
ら
8
人
、
協
会
か
ら
6
人

が
出
席
し
た
。
懇
談
会
は
河
村

宏
理
事
の
司
会
で
進
行
。
地
区

か
ら
茨
木
和
博
会
長
が
、
診
療

報
酬
改
定
に
つ
い
て
消
費
税
が

補
填
さ
れ
て
も
ま
だ
ま
だ
マ
イ

ナ
ス
で
機
械
の
更
新
や
設
備
投

資
に
は
ま
わ
ら
な
い
。
10
％
時

に
ど
う
す
る
か
な
ど
山
積
す
る

問
題
を
協
会
か
ら
提
示
し
て
も

ら
い
勉
強
し
た
い
、
と
あ
い
さ

つ
。
協
会
か
ら
垣
田
理
事
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
各
部
会
か
ら
情

報
提
供
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
診
療
報
酬

改
定
を
巡
っ
て
消
費
税
問
題
、

地
域
包
括
診
療
料
な
ど
の
新
設

点
数
と
総
合
診
療
専
門
医
問

題
、
う
が
い
薬
の
み
処
方
の
問

題
な
ど
が
話
題
に
あ
が
っ
た
。

　
新
設
さ
れ
る
地
域
包
括
診
療

料
と
地
域
包
括
診
療
加
算
に
つ

い
て
、
地
区
か
ら
か
な
り
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
き
い
て
い
る
が
、

本
当
に
で
き
る
の
か
と

質
問
。
協
会
か
ら
、
地

域
包
括
診
療
料
は
包
括

点
数
で
ハ
ー
ド
ル
の
高

い
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
地
域
包
括
診
療
加

算
は
一
般
診
療
所
が
算

定
で
き
る
か
た
ち
で
出

さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
ら

は
、
2
0
2
5
年
の
枠

組
み
に
沿
っ
た
地
域
包

括
ケ
ア
の
目
的
の
た
め
に
出
し

て
き
た
国
の
意
思
表
示
だ
。
問

題
が
な
い
の
か
ど
う
か
議
論
し

て
考
え
た
い
と
答
え
た
。

　
ま
た
、
総
合
診
療
専
門
医
を

ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
協
会

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
医
師
の
育

て
方
と
違
い
、
広
く
浅
く
診
る

医
師
が
養
成
さ
れ
て
く
る
。
厚

労
省
医
政
局
長
は
近
代
医
学
導

入
以
来
の
大
改
革
だ
と
言
っ
て

お
り
、
国
も
相
当
の
心
積
り
で

や
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
国

民
に
は
何
で
も
診
て
も
ら
え
る

医
師
は
良
い
と
の
宣
伝
が
さ
れ

て
い
る
が
、
私
た
ち
の
イ
メ
ー

ジ
す
る
か
か
り
つ
け
医
と
は
違

う
も
の
が
、
混
同
し
て
議
論
さ

れ
て
い
る
の
は
問
題
で
は
な
い

か
と
問
題
提
起
。
地
区
か
ら

は
、
議
論
が
さ
れ
て
い
な
い
と

し
た
上
で
、
開
業
医
の
あ
り
方

を
考
え
る
と
と
る
気
が
し
な
い

と
い
っ
た
意
見
や
、
日
進
月
歩

の
医
療
知
識
を
全
て
更
新
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
ず
成
り
立
つ
の

か
、
医
療
費
と
リ
ン
ク
さ
せ
専

門
医
を
一
つ
し
か
と
れ
な
い
よ

う
に
し
て
い
く
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
う
が
い
薬
の
み
処
方
の
保
険

適
用
外
し
に
つ
い
て
、
地
区
か

ら
本
来
の
医
療
が
で
き
な
く
な

る
話
で
あ
っ
て
、「
言
い
出
し

た
人
間
の
良
識
を
疑
う
」
と
憤

り
を
顕
に
し
た
意
見
も
出
さ
れ

た
。
ま
た
、「
役
人
は
こ
ち
ら

が
見
落
と
す
よ
う
に
わ
か
ら
な

い
と
こ
ろ
に
潜
り
込
ま
せ
て
出

し
て
く
る
の
で
、
協
会
は
注
意

深
く
み
て
教
え
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
は
山
科
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
2
月
12
日
に
開
催
。
地

区
か
ら
6
人
、
協
会
か
ら
6
人

が
出
席
し
、
山
科
医
師
会
の
紀

田
貢
副
会
長
の
司
会
で
進
行
し

た
。
冒
頭
、
地
区
の
片
岡
正
人

会
長
が
「
診
療
報
酬
改
定
の
内

容
も
煮
詰
ま
っ
て
き
て
い
る
。

医
療
事
故
調
も
一
括
法
案
で
閣

議
決
定
し
た
と
の
こ
と
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
。
本
日

は
い
ろ
ん
な
方
向
か
ら
議
論
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

垣
田
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
、
各

部
会
の
情
報
提
供
後
、
意
見
交

換
に
移
っ
た
。

　
ま
ず
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
意
見

交
換
。
地
区
か
ら
「
政
府
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
も
国
民
皆
保

険
は
守
れ
る
と
言
っ
て
い
る

が
、
本
当
に
守
れ
る
の

か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
国
民
生

活
に
マ
イ
ナ
ス
を
も
た

ら
す
内
容
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
訴
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
」

と
指
摘
さ
れ
た
。
協
会

か
ら
「
国
民
皆
保
険
制

度
は
壊
さ
な
い
と
言
っ

て
い
る
が
、
貿
易
障
壁

と
み
な
さ
れ
れ
ば
政
府

は
ど
う
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。

現
在
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
京
都

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
運
動

し
て
お
り
、
薬
剤
の
高
騰
や
混

合
診
療
な
ど
具
体
的
な
事
例
を

示
し
、
問
題
点
を
国
民
に
知
ら

せ
る
た
め
取
り
組
み
を
強
め
て

い
き
た
い
」
と
今
後
の
運
動
強

化
を
述
べ
た
。

　
次
い
で
診
療
報
酬
改
定
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
、
地
区
か
ら

「
再
診
料
は
プ
ラ
ス
3
点
に

な
っ
た
が
、
薬
価
の
引
き
下
げ

分
が
あ
り
、
消
費
税
増
税
の
補

填
分
を
考
慮
し
て
も
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
」
と
の
不
満
の
声
が
出

さ
れ
、
協
会
も
「
消
費
税
の
増

税
分
は
社
会
保
障
に
回
す
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
な
っ

て
い
な
い
」
と
強
調
。
さ
ら
に

「
う
が
い
薬
だ
け
を
投
与
す
れ

ば
、
う
が
い
薬
は
保
険
が
効
か

な
い
の
か
」
と
の
質
問
に
対
し

て
、「
こ
う
い
う
話
が
出
て
く

る
こ
と
が
お
か
し
い
。
政
府
・

厚
労
省
は
医
師
が
行
っ
て
い
る

医
療
を
適
切
で
必
要
な
内
容
で

あ
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な

い
」
と
憤
り
を
示
す
と
と
も

に
、「
う
が
い
薬
の
み
の
処
方

を
保
険
適
用
か
ら
除
外
す
る
と

の
財
務
大
臣
と
厚
労
大
臣
と
の

合
意
を
改
定
内
容
に
盛
り
込
ん

だ
こ
と
は
、
大
臣
同
士
の
決
定

に
先
鞭
を
つ
け
た
の
で
は
な
い

か
」
と
政
府
が
企
図
す
る
危
険

性
を
指
摘
し
た
。

　
続
い
て
医
療
事
故
調
に
関
し

て
、
地
区
か
ら
「
こ
の
法
律
内

容
で
医
療
事
故
の
原
因
が
究
明

で
き
る
の
か
疑
問
だ
。
航
空
機

事
故
の
調
査
委
員
会
の
よ
う

に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
罰
す
る
こ
と
が
な
い
と
の

保
証
が
な
い
と
原
因
究
明
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
協
会
か
ら
も
、「
第
三
者
機

関
か
ら
警
察
へ
通
報
す
る
こ
と

は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
果
た

し
て
そ
う
な
る
か
疑
問
だ
。
ま

た
異
状
死
の
届
出
や
診
療
行
為

に
関
連
し
た
予
期
せ
ぬ
死
亡
の

取
扱
い
な
ど
曖
昧
な
部
分
が

残
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
医
療

事
故
調
の
問
題
点
を
説
明
し
た
。

　
そ
の
他
、
7
3
1
部
隊
を
は

じ
め
と
し
た
戦
争
と
医
の
倫
理

問
題
に
つ
い
て
も
意
見
交
換

し
、
懇
談
を
終
了
し
た
。

　
今
次
診
療
報
酬
改
定
で
、

「
地
域
包
括
」
を
冠
し
た
「
地

域
包
括
診
療
料
」「
地
域
包
括

診
療
加
算
」
及
び
「
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
入
院
料
」
が
具
体
化

さ
れ
た
。
国
は
「
医
療
か
ら
介

護
へ
」「
病
院
・
施
設
か
ら
地

域
・
在
宅
へ
」
と
い
う
流
れ
を

推
し
進
め
、
そ
の
中
心
に
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。

そ
の
中
で
か
か
り
つ
け
医
に
提

供
者
と
し
て
の
役
割
と
「
緩
や

か
な
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
機
能
」

を
期
待
し
、
総
合
診
療
専
門
医

と
し
て
も
位
置
づ
け
よ
う
と
し

て
お
り
、
今
回
の
改
定
は
そ
の

端
緒
と
な
る
も
の
。
12
月
度
及

び
1
月
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

外
来
包
括
点
数
に
つ
い
て
否
定

的
意
見
が
多
く
を
占
め
て
い
る

が
、
改
め
て
、
①
「
地
域
包
括

診
療
料
1
5
0
3
点
（
月
1

回
）」
②
「
地
域
包
括
診
療
加

算
20
点
（
1
回
）」
に
つ
い
て

き
い
た
。

78
％
が 「
届
出
し
な
い
」

　
①
「
地
域
包
括
診
療
料
」
を

ら
」21
・
9
％
、「
出
来
高
払
い

の
原
則
を
壊
す
も
の
だ
か
ら
」

18
・
8
％
と
続
く
。（
図
2
）

厳
し
い
要
件
に
該
当
せ
ず

　
さ
ら
に
上
記
の
該
当
し
な
い

要
件
に
つ
い
て
、「
時
間
外
対

応
加
算
、
常
勤
医
師
3
人
以

上
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

（
①
は
全
て
、
②
は
い
ず
れ
か

一
つ
が
要
件
）」
が
85
・
7
％
、

「
院
外
処
方
の
場
合
の
24
時
間

対
応
薬
局
と
の
連
携
」
が
61
・

9
％
、「
患
者
の
把
握（
か
か
っ

て
い
る
す
べ
て
の
医
療
機
関
の

把
握
と
す
べ
て
の
処
方
薬
の
管

理
、
そ
の
カ
ル
テ
記
載
）」
が

57
・
1
％
、「
関
係
団
体
主
催

の
研
修
修
了
要
件
」
が
52
・
4

％
、「
健
康
管
理
、
健
康
相
談
」

「
敷
地
内
禁
煙
」
が
そ
れ
ぞ
れ

4
・
8
％
。（
図
3
）

届
出
を
す
る
理
由

　
届
出
す
る
方
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
①
を
選
択
し
た
2
人
と

も
「
地
域
に
お
い
て
担
う
べ
き

機
能
を
評
価
し
て
い
る
か
ら
」

を
選
択
、
う
ち
1
人
は
「
算
定

し
な
い
と
取
り
残
さ
れ
る
」
も

届
け
る
と
答
え
た
の
が
2
人

（
4
・
9
％
）、
②
「
地
域
包
括

診
療
加
算
」
は
1
人
（
2
・
4

％
）。「
い
ず
れ
も
届
出
し
な

い
」 は
32
人 （
78
・
0
％
）、 「
わ

か
ら
な
い
」
が
6
人
（
14
・
6

％
）
だ
っ
た
。（
図
1
）

国
の
政
策
意
図
に
警
戒
も

　
上
記
の
届
出
し
な
い
方
の
理

由
は
、「
要
件
に
該
当
し
な
い
」

が
65
・
6
％
、「
在
宅
医
療
・

介
護
保
険
に
関
わ
っ
て
い
な
い

か
ら
」「
国
の
政
策
意
図
に
賛

同
で
き
な
い
か
ら
」
が
34
・
4

％
、「
登
録
医
制
度
に
つ
な
が

る
か
ら
」
28
・
1
％
、「
点
数

が
低
く
実
態
に
合
わ
な
い
か

選
択
し
た
。
②
を
選
択

し
た
方
は
理
由
に
つ
い

て
無
記
入
だ
っ
た
。

（
図
4
）◇　

　
◇

　
今
後
の
開
業
医
医
療

に
つ
い
て
は
下
記
の
意

見
が
あ
っ
た
。
▽
一
方

で
女
性
の
社
会
進
出
、

一
方
で
在
宅
医
療
の
推

進
…
家
に
は
誰
が
い
る

の
か
？　
ま
た
、
今
ま
で
社
会

に
貢
献
し
て
き
た
退
職
者
の
方

々
に
負
担
を
強
い
る
の
か
？

矛
盾
す
る
政
策
に
疑
問
を
抱
か

ざ
る
を
得
な
い
▽
制
度
創
設
の

た
び
に
複
雑
さ
を
感
じ
る
。
極

端
に
い
え
ば
全
診
療
所
に
開
放

す
れ
ば
よ
い
▽
今
後
も
基
本
的

に
は
出
来
高
払
い
だ
と
考
え
て

い
る
―
。

要件に該当しない
在宅医療・介護保険
に携わっていない
国の政策意図に
賛同できない
登録医制度に
つながる

点数が低く
実態に見合わない
出来高払いの

原則を壊すもの
その他

時間外対応加算、
常勤医師 3人以上、
在宅療養支援診療所
院外処方の場合の24時間
対応薬局との連携

患者の把握
関係団体主催の
研修修了要件

健康管理、健康相談
敷地内禁煙

介護保険に係る相談
その他

地域において
担うべき機能を
評価している

算定しないと取り
残されると考える
内服薬投薬の 7剤
以上制限を外した

その他

65.6%

0.0%
0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

66.7%

4.8%
4.8%

52.4%
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図 1 “地域包括”点数の届出について

図 2 届出しない理由について

図 3 該当しない要件について

図 4 届出する理由について

う
が
い
薬
の
み
処
方
の
保
険
外
し
に
憤
り

綴
喜
医
師
会
と
懇
談

2
月
8
日
　
新
田
辺
駅
前
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
診
療
報
酬
改
定
な
ど
課
題
ご
と
で
意
見
交
換

山
科
医
師
会
と
懇
談

2
月
12
日
　
山
科
医
師
会
館

14
人
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
た
綴
喜
医
師
会
と

の
懇
談

12
人
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
た
山
科
医
師
会
と

の
懇
談

代議員月例
アンケート79

対
象
者
＝
代
議
員
92
人　

回
答
数
＝
41
（
回
答
率
45
％
）

調
査
期
間
＝
2
0
1
4
年
2
月
末
〜
3
月
14
日

〝
地
域
包
括
〞 

点
数
に
つ
い
て
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協
会
は
2
月
16
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
第
3

回
ワ
イ
ン
講
座
を
開
催
。
今
回
は
ボ
ル
ド
ー
5
大
シ
ャ
ト
ー

飲
み
比
べ
（
セ
カ
ン
ド
ラ
ベ
ル
）
と
題
し
、
理
事
の
山
本
博

氏
が
ボ
ル
ド
ー
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
参
加
者
は
40

人
。
以
下
、
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　
協
会
は
2
月
16
日
、
協
会
会
議
室
で
京
響
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
参
加
者
は
18
人
と
な
っ

た
。
以
下
、
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

参加記

ワ
イ
ン
は
遊
び
心
で

楽
し
む
も
の

 

八
田 

一
郎
（
左
京
）

参加記

和
や
か
な
コ
ン
サ
ー
ト
で

幸
せ
の
ひ
と
と
き

 

川
勝 

恵
理
（
右
京
・
家
族
）

　
第
3
回
ワ
イ
ン
講
座
が
2
月

16
日
、
日
曜
の
夕
に
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
の
イ
タ
リ
ア

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
・
リ
サ
ー

タ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
の
山
本
博
先
生
が
ワ
イ
ン
へ

の
深
い
思
い
を
込
め
て
初
心
者

に
も
わ
か
る
よ
う
に
ワ
イ
ン
談

義
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ワ
イ
ン
に
使
わ
れ
る
ブ
ド

ウ
の
木
は
年
数
を
か
け
て
背
丈

の
何
倍
も
の
深
さ
ま
で
根
を
お

ろ
し
、
何
層
も
の
地
層
の
奥
か

ら
ミ
ネ
ラ
ル
を
吸
い
上
げ
て
味

わ
い
深
い
き
れ
い
な
色
の
ワ
イ

ン
に
適
し
た
ブ
ド
ウ
の
果
実
が

で
き
る
そ
う
で
す
。

　
今
回
は
こ
れ
ら
ボ
ル
ド
ー
五

大
シ
ャ
ト
ー
ワ
イ
ン
の
飲
み
比

べ
で
す
。
た
だ
フ
ァ
ー
ス
ト
ク

　
毎
年
2
月
に
は
京
響
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
か
れ
ま
す
。
今
年
は
2

月
16
日
（
日
）
に
保
険
医
協
会

の
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
題
し
て
「
ロ
マ
ン
派
の
巨

匠
の
名
曲
を
聴
く
Ⅱ
」。
去
年

は
ロ
マ
ン
派
の
中
で
も
ド
イ

ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
音
楽
で

し
た
が
、
今
年
は
そ
れ
以
外
の

国
の
ロ
マ
ン
派
で
、
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
：『
乾
杯
の
歌
』、
シ
ョ
パ

ン
：『
別
れ
の
曲
』、
ビ
ゼ
ー
：

『
カ
ル
メ
ン
前
奏
曲
』
な
ど
、

ラ
ス
で
は
な
く
セ
カ
ン
ド
ク
ラ

ス
の
飲
み
比
べ
で
す
。
そ
れ
で

も
1
本
1
万
円
以
上
も
す
る
の

で
す
。
参
加
者
40
人
で
1
本
を

分
け
る
と
澱
も
あ
り
1
人
当
た

り
20
㏄
足
ら
ず
で
す
。
5
種
類

を
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
に

並
べ
、色
の
具
合
、香
り
、味
わ

い
な
ど
を
鼻
で
嗅
ぎ
分
け
、
舌

に
乗
せ
て
、
口
の
中
で
こ
ろ
が

し
な
が
ら
飲
み
比
べ
て
い
き
ま

す
。
少
し
ず
つ
の
量
で
も
ト
ー

タ
ル
す
る
と
1
0
0
㏄
位
に
な

り
、
空
腹
で
や
っ
て
い
る
の
で

少
し
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
山
本
先
生
は
値
段
の
高
い

ワ
イ
ン
が
必
ず
し
も
旨
い
と

は
限
ら
ず
、
ワ
イ
ン
愛
好
家

の
好
み
の
問
題
で
あ
り
、
遊

び
心
で
楽
し
む
も
の
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
し
た
。

　
ワ
イ
ン
談
義
の
あ
と
は
、
お

い
し
い
イ
タ
リ
ア
料
理
と
こ
れ

も
結
構
う
ま
い
ワ
イ
ン
が
ふ
ん

だ
ん
に
ふ
る
ま
わ
れ
、
参
加
者

一
同
満
足
し
ま
し
た
。

　
い
ま
ま
で
京
都
府
保
険
医
協

会
と
い
え
ば
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
堅
い
団
体
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
中

々
味
な
こ
と
を
や
る
も
の
だ
と

感
心
し
、
こ
れ
か
ら
も
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

誰
で
も
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る

小
品
を
中
心
に
弦
楽
四
重
奏
で

鑑
賞
い
た
し
ま
し
た
。
演
奏
者

は
去
年
と
同
じ
く
、
第
1
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
：
田
村
安
祐
美
さ

ん
、
第
2
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
前

智
子
さ
ん
、
ヴ
ィ
オ
ラ
：
金
本

洋
子
さ
ん
、
チ
ェ
ロ
：
城
甲
実

子
さ
ん
。

　
耳
馴
染
み
な
曲
で
も
、
四
重

奏
の
た
め
に
編
曲
さ
れ
た
作
品

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
は
少
し
違
っ

た
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
弦
楽
四
重
奏
で
有
名
な
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
『
ア
メ
リ

カ
』
で
は
、
4
人
の
女
性
奏
者

の
妙
技
が
見
事
に
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
暖
か
な
日
差
し
が
差
し
込
む

会
議
室
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

音
楽
専
用
ホ
ー
ル
で
は
味
わ
え

な
い
和
や
か
さ
が
あ
り
、
演
奏

者
に
よ
る
気
取
ら
な
い
曲
紹
介

や
お
話
も
楽
し
め
ま
し
た
。
演

奏
者
と
聴
き
手
の
距
離
が
近

く
、
臨
場
感
が
あ
る
の
で
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
だ
け
で
な
く

そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
音
を

聴
き
分
け
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
聴
衆
は
20
人
ほ

ど
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な

が
ら
も
集
中
し
て
音
楽
が

聴
け
、
あ
っ
と
い
う
間
に

1
時
間
が
過
ぎ
て
い
ま
し

た
。
気
が
付
け
ば
ア
ン

コ
ー
ル
曲
を
含
め
12
曲
も

演
奏
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
終
演
後
は
演
奏
者
を
囲

ん
で
の
茶
話
会
が
あ
り
ま

し
た
。
お
い
し
い
ケ
ー
キ

と
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
音
楽
談
義
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。
演
奏
者
の
素
顔
や

本
音
が
伺
え
る
時
間
で
も
あ
り

ま
す
。
演
奏
者
の
間
で
流
行
っ

て
い
る
替
え
歌
な
ど
も
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
回
も
是
非
参
加
し
て
、
こ

の
よ
う
な
幸
せ
な
ひ
と
と
き
を

皆
様
と
共
有
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ワ
イ
ン
談
義
に
耳
を
傾
け
て（
上
）、山
本
理
事
が
ワ
イ
ン
片
手
に

演
奏
者
と
の
会
話
も
気
軽
に

第
3
回
ワ
イ
ン
講
座
を
開
催

ボ
ル
ド
ー
5
大
シ
ャ
ト
ー
の
飲
み
比
べ

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
む

弦
楽
四
重
奏
の
優
雅
な
調
べ

第１５回 文化講座

日　時 4 月10日 （木） 午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
内　容 見逃していませんか？ 職場に潜む労務トラブルの影
講　師 社会保険労務士　四方 咲友実 氏
 株式会社日本経営 医療事業部部長　田村 弘道 氏
参加費 無料（茶菓子付）　　協　賛　有限会社アミス

①日　時 4 月16日 （水）午後 2 時～ 4 時
　内　容 医院・診療所での接遇マナー研修・初級編
  講　師　茂木 治子 氏（元日本航空客室乗務員）
②日　時 4 月17日 （木）午後２時～４時
　内　容 医事紛争から見た医療従事者としての心構え
  講　師　林　一資（医療安全対策部会副理事長）
  知っておきたい保険基礎知識（請求留意事項）
  講　師　田中 正明（保険部会理事）
　場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
　対　象 新入職員、研修会はじめての方（定員40人）
　協　賛 有限会社アミス

楽しく・わかりやすく・ためになる！

九条の会アピールを支持する京都医療人の会総会・講演会

新しく医療機関に勤められた方のための研修会

自民党改憲草案の検証

開業医の奥様向けセミナー

お申込みは　京都府保険医協会
TEL 075-212-8877　FAX 075-212-0707

現在ご加入の年金を一部あるいは全部解約し、新たに加入申
込みされる場合は 6 月10日（火）までに解約書類を協会事務
局までご提出下さい。保険医年金に関するお問い合わせは、
京都府保険医協会・経営部会まで。

ご注意
下さい !

※ 手数料との関係で1.259％の利率が続くと仮定して、新たにご加入され
る月払については 4 年以上、一時払で 2 年以上の長期にわたって積立さ
れることをお勧めします。詳しくは、3 月末送付の年金パンフレットを
ご覧下さい。

◎ 普及担当の生保営業員がご説明
に伺った際には、ご面談下さい
ますようお願いいたします。電
話・訪問等が重なる場合がござ
いますが、ご容赦下さい。

4月1日より
普及開始！ 保険医年金 老後保障に

この制度
加入申込期間 予定利率

受託会社

4月1日（火）～6月20日（金）
※2014年９月１日付加入です （2013年 9 月 1 日現在）

月　払
（満74歳以下の会員）

一時払
（満79歳以下の会員で月払に加入している方）

1口 1万円　30口限度（30万円）

1口 50万円　毎回 40口（2,000万円）

1.259％

三井生命（幹事）・明治安田生命・
富国生命・ソニー生命・日本生命・
太陽生命・第一生命

文
化
企
画

文
化
企
画

解釈改憲や特定秘密保護法等にもふれながら

『日本酒講座』 ～日本酒の奥深さに触れる～

日　時 4 月 20日 （日）午後２時～４時
場　所 池坊学園・こころホール（京都市下京区四条室町鶏鉾町）
講　師 伊藤　真 弁護士（伊藤塾塾長・法学館憲法研究所所長）
主　催 九条の会アピールを支持する京都医療人の会

日　時 5 月 10日 （土）午後２時30分～
場　所 松本酒造（伏見区横大路三栖大黒町7）
 ※午後２時集合：地下鉄烏丸線「竹田駅・４番出口前」
講　師 松本酒造株式会社　代表取締役社長　松本 保博 氏
 　　　　　　　　　中畝酒店　大将　中畝 康博 氏

入場無料

要申込

試飲もあります！
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Ｑ
、
届
出
が
必
要
な
新
点
数

を
4
月
1
日
か
ら
算
定
す
る
場

合
、
い
つ
ま
で
に
届
出
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

　
Ａ
、
4
月
1
日
か
ら
算
定
を

行
う
た
め
に
は
、
4
月
14
日

（
月
）
ま
で
に
近
畿
厚
生
局
京

都
事
務
所
に
届
出
が
必
要
で

す
。
郵
送
の
場
合
は
14
日
必
着

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

こ
の
4
月
に
限
っ
て
は
、
既
存

点
数
の
施
設
基
準
で
あ
っ
て

も
、
14
日
（
月
）
ま
で
に
届
け

出
れ
ば
4
月
1
日
か
ら
算
定
が

で
き
る
取
扱
い
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
留
意
下
さ
い
。

（
80
歳
代
前
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
当
該
医
療
機
関
と
同
じ
建
物

に
あ
る
老
健
施
設
に
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
で
入
所
。
要
介
護
度
Ⅱ

で
老
健
施
設
に
初
め
て
入
所
す

る
患
者
で
あ
っ
た
。
入
所
し
た

翌
日
の
夜
中
に
自
室
前
の
廊
下

で
「
く
の
字
」
型
に
な
っ
て
倒

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
従
事
者
に

発
見
さ
れ
、
当
該
医
療
機
関
外

科
で
後
頭
部
を
5
〜
10
㎝
縫
合

し
た
。
出
血
あ
り
で
、
意
識
状

態
も
不
安
定
で
あ
っ
た
が
、
当

該
医
療
機
関
外
科
の
以
下
に
あ

げ
る
「
頭
部
外
傷
後
の
注
意

書
」
の
注
意
事
項
に
相
当
し
な

か
っ
た
こ
と
と
、
当
該
医
療
機

関
と
同
建
物
に
あ
る
老
健
施
設

の
入
所
者
で
、
異
常
が
認
め
ら

れ
た
場
合
は
す
ぐ
に
対
応
可
能

と
の
判
断
か
ら
Ｃ
Ｔ
を
施
行
せ

ず
に
、
縫
合
開
始
か
ら
終
了
ま

で
の
40
分
の
観
察
の
み
で
、
老

健
施
設
に
患
者
を
帰
し
て
経
過

観
察
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
3

　
古
く
さ
か
の
ぼ
る
と
、
20
世
紀

初
頭
に
英
国
の
弁
護
士
が
人
類
の

祖
先
の
化
石
を
偽
造
し
た
ピ
ル
ト

ダ
ウ
ン
人
事
件
が
あ
る
。
近
年
で

は
、
日
本
で
の
旧
石
器
の
相
次
ぐ

発
見
が
考
古
学
研
究
者
の
捏
造

だ
っ
た
こ
と
が
2
0
0
0
年
に
暴

露
さ
れ
た
。
韓
国
で
も
05
年
、
世

界
初
の
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
Ｅ
Ｓ
細
胞

の
作
製
が
虚
偽
と
判
明
し
た
。

　
科
学
者
の
不
正
行
為
は
国
内
外

を
問
わ
ず
、
昔
か
ら
け
っ
こ
う
起

き
て
い
る
。「
ば
れ
な
け
れ
ば
い

い
」
と
い
う
誘
惑
に
か
ら
れ
る
の

だ
ろ
う
。
し
か
も
発
覚
し
て
も
、

た
い
て
い
は
往
生
際
が
悪
い
。

　
日
本
で
は
昨
年
、
降
圧
薬
バ
ル

サ
ル
タ
ン
の
複
数
大
学
で
の
臨
床

研
究
デ
ー
タ
改
ざ
ん
、
東
大
分
子

細
胞
生
物
学
研
究
所
の
論
文
の
画

像
の
大
量
捏
造
・
改
ざ
ん
が
問
題

に
な
っ
た
。
今
年
も
東
大
病
院
の

白
血
病
治
療
薬
の
臨
床
研
究
で
製

薬
会
社
員
の
関
与
が
発
覚
し
た
。

　
そ
し
て
理
化
学
研
究
所
と
米

ハ
ー
バ
ー
ド
大
に
よ
る
「
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｐ
細
胞
」
論
文
の
真
偽
を
め
ぐ
る

騒
動
で
あ
る
。「
か
っ
ぽ
う
着
の

リ
ケ
ジ
ョ
」
と
い
う
彩
り
を
添
え

て
大
々
的
に
発
表
さ
れ
、
広
範
な

国
民
が
関
心
と
期
待
を
抱
い
た
だ

け
に
、
反
動
は
大
き
い
。

　
日
本
の
生
命
科
学
・
医
学
の
研

究
、そ
し
て
科
学
者
へ
の
信
頼
は
、

揺
ら
い
だ
と
い
う
よ
り
一
気
に
地

に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。

　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
自
体
も
本
当
に

存
在
す
る
の
か
、
か
な
り
怪
し
く

な
っ
て
き
た
。
植
物
細
胞
な
ら
容

易
に
全
体
を
再
生
で
き
る
し
、
ト

カ
ゲ
の
尾
や
イ
モ
リ
の
足
な
ど
も

再
生
す
る
か
ら
、
刺
激
に
よ
っ
て

細
胞
が
初
期
化
さ
れ
る
可
能
性
が

全
く
な
い
と
は
思
わ
な
い
が
、

「
簡
単
に
で
き
る
」
と
い
う
説
明

と
は
裏
腹
に
、
他
の
施
設
で
再
現

で
き
な
い
の
は
不
可
解
だ
。

　
小
保
方
晴
子
さ
ん
自
身
に
再
現

実
験
を
し
て
も
ら
い
、
公
平
な
専

門
家
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
白
黒
を
つ

け
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
困
惑
が
大
き

い
。
ト
ッ
プ
科
学
誌
で
あ
る
『
ネ

イ
チ
ャ
ー
』
に
載
っ
た
論
文
、
そ

れ
も
一
度
は
ね
ら
れ
、
再
挑
戦
し

て
掲
載
さ
れ
た
論
文
さ
え
信
頼
で

き
な
い
な
ら
、
報
道
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
。
自
前
の
チ
ェ
ッ
ク

は
と
て
も
無
理
だ
ろ
う
。
も
し
も

虚
偽
論
文
な
ら
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

で
査
読
を
担
当
し
た
専
門
家
ま
で

だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
も
と
も
と
研
究
者
の
多
く
は
業

績
を
上
げ
た
い
と
い
う
競
争
心
・

功
名
心
が
強
い
。
将
来
の
ポ
ス
ト

は
論
文
の
数
と
掲
載
誌
の
レ
ベ
ル

に
左
右
さ
れ
る
。
近
年
は
研
究
費

の
獲
得
競
争
も
大
き
な
要
因
だ
。

ば
れ
て
い
な
い
不
正
行
為
は
た
く

さ
ん
あ
る
に
違
い
な
い
。

　
で
は
、
ど
う
や
っ
て
不
正
を
防

ぐ
の
か
。
良
心
に
訴
え
る
だ
け
で

は
難
し
い
。
煩
雑
な
手
続
き
や
書

類
を
課
し
て
研
究
者
全
般
を
締
め

つ
け
る
の
も
得
策
で
は
な
い
。
独

創
性
の
あ
る
研
究
の
芽
を
摘
み
、

科
学
の
発
展
を
妨
げ
て
し
ま
う
。

　
第
1
に
必
要
な
の
は
「
一
罰
百

戒
」
で
あ
る
。
疑
惑
が
あ
れ
ば
第

三
者
が
主
導
し
て
徹
底
調
査
し
、

厳
し
く
処
分
す
る
こ
と
だ
。

　
第
2
に
、
研
究
倫
理
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
確
立
す
る
。

　
第
3
に
、
科
学
全
般
を
対
象
に

し
た
研
究
倫
理
の
担
当
機
関
を
設

け
、
強
制
調
査
権
を
与
え
る
。

　
第
4
に
、
企
業
に
よ
る
資
金
提

供
を
全
面
的
に
透
明
化
す
る
。

　
第
5
に
、
不
正
の
通
報
者
を
保

護
・
報
奨
す
る
制
度
を
つ
く
る
。

　
ば
れ
る
リ
ス
ク
、
研
究
者
生
命

を
断
た
れ
る
リ
ス
ク
を
は
っ
き
り

認
識
す
れ
ば
、
簡
単
に
は
不
正
に

手
を
染
め
な
い
だ
ろ
う
。

時
間
後
に
患
者
が
嘔
吐
し
た
の

で
至
急
に
Ｃ
Ｔ
を
施
行
し
た
。

そ
の
結
果
、
脳
出
血
が
著
明
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

点
滴
を
行
い
な
が
ら
当
該
医
師

が
同
伴
し
て
脳
外
科
医
師
が
常

勤
し
て
い
る
Ａ
医
療
機
関
ま
で

患
者
を
搬
送
し
た
。
Ａ
医
療
機

関
で
は
、
患
者
家
族
の
希
望
も

あ
っ
て
保
存
的
治
療
に
と
ど
め

た
が
、
患
者
は
間
も
な
く
頭
部

外
傷
で
死
亡
し
た
。
患
者
家
族

に
は
転
倒
し
て
脳
出
血
に
至
っ

た
こ
と
を
当
該
医
師
ら
が
説
明

し
た
。

　
患
者
側
は
老
健
施
設
に
転
倒

に
つ
い
て
の
管
理
責
任
を
問
う

と
と
も
に
、
当
該
医
療
機
関
に

対
し
て
、
Ｃ
Ｔ
施
行
の
遅
延
が

あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
責
任
を

追
及
し
た
後
に
、
訴
訟
を
申
し

立
て
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
Ｃ

Ｔ
施
行
の
遅
延
が
問
題
と
さ
れ

て
い
る
が
、
必
ず
し
も
転
倒
事

故
時
点
で
Ｃ
Ｔ
を
施
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
判
断
が

で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
事
故

時
点
で
Ｃ
Ｔ
を
撮
っ
て
い
た
と

し
て
も
、
患
者
の
救
命
も
し
く

は
延
命
に
影
響
し
た
か
否
か
不

明
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

2
年
11
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
本
件
の
問
題
点
は
転
倒
時
点

で
Ｃ
Ｔ
を
撮
る
べ
き
で
あ
っ
た

か
否
か
。
も
し
撮
っ
て
い
れ
ば

救
命
に
影
響
が
あ
っ
た
か
否
か

と
い
う
2
点
で
あ
る
。

　
結
論
か
ら
言
う
と
患
者
の
転

倒
が
発
見
さ
れ
た
と
き
Ｃ
Ｔ
は

撮
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
発
見
さ
れ
た
と
き
、

す
で
に
そ
の
患
者
は
明
ら
か
に

意
識
障
害
を
生
じ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
意

識
状
態
も
不
安
定
で
」
と
あ
る

の
は
い
か
な
る
意
識
状
態
で
あ

る
の
か
判
断
し
難
い
が
、
明
ら

か
に
こ
れ
ま
で
の
意
識
状
態
と

は
異
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
判
断
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
当
該
医
療
機
関
は
、「
当

該
医
療
機
関
の
頭
部
外
傷
後
の

注
意
」
に
当
て
は
ま
ら
な
か
っ

た
と
述
べ
た
が
、
こ
の
よ
う
な

注
意
書
き
は
通
常
、
頭
部
外
傷

を
受
け
た
患
者
で
、
そ
の
急
性

期
の
診
察
時
に
異
常
が
な
か
っ

当該医療機関外科「頭部外傷後
（あたまを打った後）の注意」
① ぼんやりして、放っておくとす
ぐ眠るか、起こしてもなかなか
起きない時

② 頭痛が徐々にひどくなってくる
時

③ 吐き気や何も摂取しなくても物
を吐くといったことが「何回
も」起こる時

④ 手足が痺れたり、動かせなく
なったり、痙攣（ひきつけ）が
起こった時

⑤ 顔色が悪くなったり、ぐったり
した時

⑥ 視力（物をみる力）が弱くなっ
たり、物が二重に見えたり、耳
が聞こえ難くなったりする時

た
場
合
に
、
患
者
本
人
や
家
族

に
対
し
、
そ
の
後
（
例
え
ば
帰

宅
後
）
も
し
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
脳
神
経
外

科
の
あ
る
施
設
を
受
診
す
る
こ

と
を
促
す
た
め
に
作
成
さ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
、
診
察
時
す
で

に
何
ら
か
の
意
識
障
害
が
あ
っ

た
と
判
断
さ
れ
る
本
件
に
は
、

適
用
さ
れ
な
い
注
意
書
き
で
あ

る
。
ま
た
、
当
該
医
療
機
関
で

は
そ
の
時
点
で
Ｃ
Ｔ
を
撮
れ
る

状
況
で
あ
っ
た
。
患
者
は
発
見

後
2
時
間
30
分
後
に
嘔
吐
し
、

Ｃ
Ｔ
を
受
け
て
右
前
頭
葉
、
側

頭
葉
の
脳
内
出
血
を
発
見
さ
れ

て
い
る
が
、
外
傷
そ
の
も
の
は

発
見
時
よ
り
以
前
に
生
じ
て
お

り
、
外
傷
後
の
正
確
な
時
間
は

判
断
で
き
な
い
。
発
見
時
点
で

Ｃ
Ｔ
を
撮
影
し
て
お
れ
ば
何
ら

か
の
頭
蓋
内
病
変
が
す
で
に
存

在
し
て
お
り
、
そ
の
段
階
で
脳

神
経
外
科
の
専
門
医
に
相
談
で

き
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
発
見

時
Ｃ
Ｔ
を
撮
っ
て
い
れ
ば
延
命

に
影
響
し
た
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
発
見
後
約
2
時
間
30
分

後
の
Ｃ
Ｔ
所
見
か
ら
は
、
こ
の

時
点
で
た
だ
ち
に
開
頭
血
腫
除

去
を
し
て
い
れ
ば
、
延
命
で
き

た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
Ａ
医
療
機
関
到
着
時
の
神

経
学
的
所
見
は
不
明
で
あ
っ
た

が
、
当
該
医
療
機
関
の
カ
ル
テ

の
記
載
で
は
「
呼
吸
に
反
応
も

level 

低
下
」と
さ
れ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
い
わ
ゆ
る Japan 

Com
a Scale 

で
1
0
0
以
下

の
意
識
低
下
で
あ
っ
た
と
は
考

え
難
い
。
Ｃ
Ｔ
所
見
で
も
脳
幹

の
偏
位
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の

た
だ
ち
に
生
命
の
危
機
に
あ
る

と
は
考
え
難
い
。
た
だ
し
、
手

術
し
て
延
命
で
き
た
と
し
て
も

何
ら
か
の
後
遺
症
が
出
現
し
た

可
能
性
は
十
分
あ
り
得
た
。

〈
解
決
方
法
〉

　
医
療
機
関
側
は
一
部
責
任
を

認
め
、
和
解
金
を
支
払
い
終
了

し
た
。
な
お
、
和
解
金
は
訴
額

の
10
分
の
1
以
下
で
、
事
実
上

の
医
療
機
関
側
の
勝
訴
と
も
解

釈
で
き
る
結
果
で
あ
っ
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
解
釈
に
問
題
が

あ
っ
た
頭
部
外
傷
へ
の
対
応

金
融
共
済
委
員
会

（
3
／
19
）の
開
催
状
況

　
　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員

に
よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・

安
定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
6
件
、
加
入
2
件
を
審

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
6
件
を
決
定
し
ま

し
た
。

届
出
が
必
要
な
新
点
数
に
つ
い
て

科
学
研
究
の 「
再
生
」 に
必
要
な
こ
と

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

の

36

『新点数運用Ｑ＆Ａ・
レセプトの記載』 説明会

日　時 4 月24日 （木）
 午後 2 時～ 4 時30分
会　場 ①京都市会場
 　テルサホール（京都テルサ内）
 　（南区東九条下殿田町70 ☎075-692-3400）
 ②北部会場
 　舞鶴メディカルセンター
 　（舞鶴市北吸1055-3 ☎0773-64-0901）
 　※ 北部はデータ配信によるサテライト

開催となります。

主　催 京都府保険医協会
協　賛 有限会社アミス

2014年診療報酬改定

新点数説明会

グリーンペーパーNo.211に詳報。

STEP

3

資料　新点数運用Q&A・レセプトの記載
　　　（事前に届くハガキと交換）

グリーンペーパーNo.211に詳報。

要申込

2 0 1 4 年 (平成 2 6 年) 4 月 5 日 第 2 8 8 9 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月 5日･20日･25日発行

事
故
調
の
い
う

「
予
期
せ
ぬ
？
死
亡
」に
備
え
て44



市
民
公
開
時
局
講
演
会

　
日
　
時
　
4
月
13
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　
場
　
所
　
奈
良
県
中
小
企
業

会
館
4
階
大
会
議
室

　
金
子
勝
氏
は
、
原
発
事
故
の

責
任
を
問
わ
な
い
体
制
を
批

判
。
戦
前
と
同
じ
無
責
任
体
制

に
し
な
い
た
め
に
も
、
事
故
責

任
を
徹
底
追
及
し
、
決
し
て
風

化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
強
調

し
た
。
ま
た
脱
原
発
の
運
動
こ

そ
が
、
こ
の
国
の
未
来
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
と
結
び
つ

く
と
の
論
を
展
開
し
た
。

　
ま
ず
最
優
先
す
べ
き
は
、
福

原発の延命こそが新社会
システム構築の抵抗勢力

　
金
子
勝
氏
は
、
原
発
事
故
の

責
任
を
問
わ
な
い
体
制
を
批

判
。
戦
前
と
同
じ
無
責
任
体
制

に
し
な
い
た
め
に
も
、
事
故
責

任
を
徹
底
追
及
し
、
決
し
て
風

化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
強
調

し
た
。
ま
た
脱
原
発
の
運
動
こ

そ
が
、
こ
の
国
の
未
来
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
と
結
び
つ

く
と
の
論
を
展
開
し
た
。

　
ま
ず
最
優
先
す
べ
き
は
、
福

金子勝氏が無責任体制の打破訴え

島
の
原
発
事
故
の
収
拾
と
被
害

を
受
け
た
人
々
へ
の
賠
償
で
あ

り
、
最
低
限
10
兆
円
の
お
金
を

確
保
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に

国
民
の
負
担
を
最
小
化
す
る
方

法
を
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
東

京
電
力
を
生
き
残
ら
せ
る
こ
と

で
は
な
い
。
東
電
の
解
体
、
売

却
を
し
、
も
ん
じ
ゅ
や
六
ヶ
所

村
再
処
理
工
場
を
止
め
て
予
算

を
組
み
替
え
る
こ
と
で
資
金
確

保
を
は
か
る
べ
き
。

　
そ
し
て
、
原
発
は
不

良
債
権
で
あ
り
、
最
も

コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
を

確
認
す
べ
き
。
政
府
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
通

り
に
試
算
す
れ
ば
、
キ

ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
あ
た

り
原
発
は
17
円
〜
33
円
で
、
火

力
の
10
円
〜
11
円
の
倍
の
値

段
。
原
発
は
動
か
せ
な
い
状
態

で
も
赤
字
を
出
す
。
廃
炉
に
す

れ
ば
も
っ
と
巨
大
な
赤
字
が
出

る
。
動
か
そ
う
と
す
る
理
由
は

電
力
会
社
を
潰
さ
な
い
た
め

だ
。
こ
の
解
決
は
、
減
価
償
却

が
終
わ
っ
て
い
な
い
施
設
や

残
っ
た
燃
料
を
新
株
発
行
さ

せ
、
国
が
そ
れ
を
引
き
受
け
、

日
本
原
電
を
廃
炉
専
門
会
社
に

す
れ
ば
い
い
。
こ
れ
に
よ
り
電

力
会
社
は
健
全
化
し
、
国
は
株

を
売
る
こ
と
に
よ
り
無
理
な
く

脱
原
発
が
で
き
る
。

　
福
島
原
発
事
故
は
20
世
紀
型

の
産
業
構
造
の
終
わ
り
を
告
げ

る
象
徴
的
事
件
で
、
私
た
ち
は

大
き
な
時
代
の
転
換
期
に
い

る
。
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る

の
は
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
大

き
く
シ
フ
ト
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

分
散
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
新
し

い
社
会
シ
ス
テ
ム
を
築
く
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
財
界
よ
り
も

は
る
か
に
経
済
合
理
性
の
あ

る
、
経
済
発
展
を
見
据
え
た
考

え
だ
と
い
え
る
。
む
し
ろ
そ
れ

を
妨
害
し
て
い
る
の
が
、
原
発

を
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
人
た

ち
だ
。
だ
か
ら
、
脱
原
発
に
取

り
組
む
人
た
ち
も
「
経
済
性
よ

り
も
安
全
性
が
大
事
だ
」「
原

発
に
頼
ら
な
い
社
会
」
な
ど
と

言
う
の
で
は
な
く
、
胸
を
は
っ

て
未
来
を
切
り
拓
く
運
動
の
先

頭
に
立
っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

豊
か
な
雇
用
創
出
を

　
同
日
夜
の
講
演
で
金
子
氏

は
、
1
9
8
0
年
代
以
降
、
日

本
の
景
気
循
環
の
中
身
が
、
高

度
成
長
期
の
そ
れ
と
は
様
変
わ

り
し
て
い
る
点
を
指
摘
。
80
年

代
バ
ブ
ル
期
以
降
、日
本
で
も

「
金
融
資
本
主
義
」
が
景
気
循

環
に
多
大
に
影
響
し
て
い
る
と

の
見
方
で
、
設
備
投
資
の
強
弱

　
テ
ー
マ
　
放
射
能
と
食
物
汚

染
〜
放
射
能
か
ら
子
ど
も
を
守

る
〜

　
講
　
師
　
奥
村
晶
子
氏
（
薬

剤
師
、
高
木
学
校
メ
ン
バ
ー
）

　
定
　
員
　
2
0
0
人
（
参
加

費
無
料
、
要
申
込
）

　
主
　
催
　
奈
良
県
保
険
医
協

会
（
☎
0
7
4
2
・
33
・
2
5

5
3
）

　
こ
の
4
月
2
日
よ
り
新
た
に

70
歳
に
な
る
高
齢
受
給
者
に
つ

い
て
は
、
5
月
診
療
分
か
ら
自

己
負
担
割
合
が
1
割
か
ら
2
割

に
引
き
上
が
る
。
そ
れ
に
関
連

し
て
、
65
歳
〜
69
歳
の
一
定
要

件
を
満
た
す
患
者
を
対
象
に
、

自
己
負
担
割
合
を
1
割
と
す
る

41
老
人
医
療
費
助
成
制
度
に
つ

い
て
も
、
自
己
負
担
割
合
の
引

き
上
げ
等
の
制
度
の
見
直
し
が

予
定
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
、
協
会
は
京
都
府

と
府
内
自
治
体
、
そ
れ
ぞ
れ
の

議
会
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
41

老
人
助
成
制
度
の
存
続
と
新
た

に
70
歳
に
な
る
患
者
へ
の
拡
充

を
求
め
る
要
請
と
陳
情
を
行
っ

て
き
た
。
一
部
議
会
で
は
審
議

さ
れ
た
が
、
判
明
し
て
い
る
か

ぎ
り
現
時
点
で
採
択
し
た
と
こ

ろ
は
な
い
。

　
一
方
で
、
制
度
自
体
は
対
象

を
拡
大
し
て
存
続
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
65
歳
〜
69
歳
に
は

変
更
が
な
く
、
加
え
て
70
歳
に

な
る
場
合
は
、
2
0
1
5
年
3

月
31
日
ま
で
に
限
っ
て
、
自
己

負
担
割
合
を
1
割
に
据
え
置
く

こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
41
老
人
医

療
費
助
成
制
度
は
、
協
会
の
求

め
る
内
容
で
制
度
の
拡
充
・
存

続
が
実
現
し
た
。
た
だ
し
、
今

回
の
措
置
は
、
臨
時
特
例
措
置

と
し
て
今
年
度
70
歳
に
な
る
場

合
の
み
を
対
象
と
し
て
お
り
、

15
年
度
以
降
の
取
扱
い
は
未
定

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
こ
の
取
扱
い
が
1

年
限
り
の
も
の
で
終
わ
ら
な
い

よ
う
、
制
度
の
存
続
と
、
対
象

の
拡
大
を
求
め
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

70
歳
に
拡
大
し
て
の
存
続
が
実
現

41
老
人
医
療
費
助
成
制
度

や
在
庫
の
増
減
を
視
点
に
し
た

古
い
景
気
観
で
は
、
日
本
経
済

の
こ
の
30
年
間
の
流
れ
を
、
正

し
く
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
力
説
し
た
。

　
ま
た
、
金
融
資
本
主
義
の
象

徴
と
も
い
え
る
海
外
投
機
筋

は
、
も
っ
と
も
ら
し
い
「
株
価

上
昇
物
語
」
が
成
立
す
る
国
を

標
的
に
す
る
と
指
摘
し
た
。
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
は
、
世
界
か
ら

余
剰
マ
ネ
ー
を
集
め
る
だ
け
の

「
話
題
性
」
が
あ
る
と
踏
み
、

大
量
の
資
金
を
日
本
に
注
入

し
、
無
理
に
株
価
を
吊
り
上
げ

て
バ
ブ
ル
景
気
生
成
の
流
れ
を

作
っ
た
と
解
説
し
た
。

　
さ
ら
に
、
海
外
投
機
筋
の

「
売
り
逃
げ
」
が
本
格
化
す
れ

ば
、
東
京
市
場
の
株
価
は
暴
落

し
、
今
の
好
景
気
ム
ー
ド
は
吹

き
飛
ん
で
し
ま
う
こ
と
。
海
外

メ
デ
ィ
ア
が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
『
第
3
の
矢
』
を
冷
や
や
か

に
見
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
言
及
し
た
。

　
講
演
後
半
で
は
、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
」
を
テ
ー
マ
に
熱

弁
。
原
発
は
時
代
遅
れ
の
技
術

で
あ
る
こ
と
を
何
度
も
訴
え
つ

つ
、「
反
原
発
」
を
叫
ぶ
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
強

調
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域

分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現

ま
で
視
野
に
入
れ
た
市
民
ア
ク

シ
ョ
ン
こ
そ
が
必
要
と
し
た
。

　
黙
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
、
自

分
で
も
思
い
も
よ
ら
ず
駄
文
を

書
き
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
顧
み
て
恥
ず
か
し
く
思
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
本
質
的
に
保

険
医
新
聞
は
多
数
の
医
師
の
方

の
新
聞
で
あ
る
。
北
丹
医
師
会

に
属
し
て
は
い
る
が
、
仕
事
も

休
ん
で
い
る
ぼ
く
は
い
つ
ま
で

も
甘
え
て
い
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
そ
ろ
そ
ろ
ペ
ン
を
置
く

時
期
で
あ
ろ
う
。「
漂
萍
の
記
」

を
書
き
始
め
た
の
は
昭
和
60
年

4
月
5
日
、
自
分
が
60
歳
の
時

で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
元
気
で
己

は
医
療
最
前
線
に
い
る
と
思
っ

て
い
た
。
自
分
は
愚
か
な
人
間

で
、
そ
の
現
役
生
活
時
代
が
い

つ
ま
で
も
続
く
も
の
と
考
え
て

い
た
の
だ
っ
た
。
田
舎
医
者
な

が
ら
仕
事
の
話
で
あ
れ
ば
、
ま

だ
ま
だ
書
け
る
と
思
っ
て
い

た
。
雛
形
の
私
小
説
の
形
で
。

な
ど
と
自
惚
れ
て
い
た
の
だ

が
、
自
分
の
書
い
て
い
た
の
は

ど
こ
ま
で
も
私
記
で
あ
っ
た
。

素
人
の
駄
文
で
あ
る
。
今
省
み

て
恥
ず
か
し
く
反
省
し
て
い
る
。

　
今
ペ
ン
を
と
っ
て
い
る
の
は

平
成
23
年
1
月
31
日
、
母
の
命

日
は
1
月
17
日
だ
っ
た
が
、
そ

の
時
も
丹
後
地
方
は
大
雪
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
亡
母
の
葬
儀

の
日
の
夜
、
新
築
し
た
ば
か
り

の
裏
の
離
れ
の
庇
が
折
れ
た
。

今
回
は
家
の
倒
壊
を
恐
れ
、
家

妻
の
親
戚
の
者
が
雪
下
ろ
し
に

来
て
奮
闘
し
て
く
れ
た
。
85
歳

の
ぼ
く
は
有
難
く
感
謝
す
る
ば

か
り
で
あ
る
。
開
業
と
雪
は
、

永
年
に
わ
た
り
切
り
離
す
こ
と

の
で
き
ぬ
相
関
関
係
に
あ
っ

た
。
例
の
昭
和
38
年
の
3さん 

8ぱち

豪
雪
、
あ
の
時
の
雪
中
の
峠
を

越
え
て
の
徒
歩
往
診
は
今
も
っ

て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

物
心
つ
い
て
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
雪
は
い
つ
も
ぼ
く
の
心

身
に
密
着
し
て
い
る
。
保
険
医

新
聞
の
詩
欄
か
ら
お
近
づ
き
に

な
っ
た
門
林
さ
ん
か
ら
雪
見
舞

の
お
電
話
を
い
た
だ
い
た
。
氏

の
お
住
み
の
と
こ
ろ
で
は
雪
は

舞
う
だ
け
で
地
上
に
は
積
も
ら

ぬ
も
の
ら
し
い
。

　
何
だ
か
ん
だ
と
言
い
な
が

ら
、
雪
の
中
で
老
残
の
身
を
か

こ
っ
て
い
る
の
は
、
醜
い
溜
め

息
だ
ろ
う
。
老
い
て
は
消
え
て

い
く
の
み
、
こ
ん
な
言
葉
を
噛

み
し
め
て
い
る
。
い
つ
だ
っ
た

か
志
賀
直
哉
の
某
氏
と
の
対
談

を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。「
暗

夜
行
路
」
で
盤
石
の
重
み
を
文

学
の
野
に
残
さ
れ
た
氏
は
、
87

歳
の
時
だ
っ
た
と
思
う
が
、
何

も
書
け
な
い
こ
と
を
こ
ぼ
し
て

お
ら
れ
た
。
若
年
に
し
て
盤
石

の
重
み
の
作
品
を
残
さ
れ
た
あ

と
、
名
声
の
後
の
老
後
と
は
ぼ

く
た
ち
に
は
判
断
不
明
の
苦
し

い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
幸
い

に
て
ぼ
く
は
い
ま
だ
書
く
こ
と

が
で
き
る
。
い
や
書
け
る
と
信

じ
た
い
。
こ
れ
は
無
名
の
有
難

さ
で
あ
る
。
何
と
か
散
文
で
は

な
く
、
詩
で
も
続
け
て
内
々
に

書
い
て
い
こ
う
か
。
発
表
す

る
、
し
な
い
は
別
に
し
て
、
何

と
か
文
学
の
形
式
は
残
し
た
い

と
念
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
愚
か

な
男
の
愚
か
な
妄
想
で
あ
る
。

　
な
お
個
人
的
な
こ
と
だ
が
、

ぼ
く
の
作
品
の
連
載
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
面
倒
を
み
て
く

だ
さ
っ
た
編
集
者
に
は
心
よ
り

深
く
お
礼
申
し
あ
げ
た
く
思
う
。

 

（
お
わ
り
）
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熱
弁
を
ふ
る
う
金
子
氏
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　　 FAX 075-212-0707 　 e-mail  info@hokeni.jp

講　師　望田 幸男氏　

「原発のない国」への道

市民公開講演会・反核京都医師の会
 第34回定期総会記念講演

入場無料
要 申 込
（定員70人）

　 「緑の思想」とライフスタイル 　

同志社大学名誉教授、非核の政府を
求める京都の会常任世話人代表( )

　
3
月
8
日
、「
バ
イ
バ
イ
原
発
3
・
8
き
ょ
う
と
」（
既
報
）
及
び
関
連
企
画
で
金
子

勝
氏
（
慶
應
大
学
教
授
）
が
講
演
。
そ
の
発
言
を
紹
介
す
る
。
講
演
会
は
「
日
本
経
済

の
ゆ
く
え
〜
原
発
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
も
ふ
れ
な
が
ら
〜
」
と
し
て
池
坊
短
期
大
学
こ
こ
ろ

ホ
ー
ル
で
開
催
し
1
6
7
人
が
参
加
。
協
会
と
歯
科
協
会
、
バ
イ
バ
イ
原
発
き
ょ
う

と
実
行
委
員
会
が
共
催
し
た
。
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